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《資料》
介護老人保健施設での施設実習における看護技術到達度の分析
堀口 久子，坂 恒彦，池俣 志帆，生田 美智子，宇佐美 久枝，粥川 早苗
椙山女学園大学看護学部
Ⅰ．緒言
　わが国の高齢化率は1950年時点で₅％に満たなかったが急速に上昇し，2019年には28.4％と超
高齢社会となっている1）．また，少子高齢化の進展，医療技術の進歩，医療提供の多様化等によ
り医療を取り巻く環境は大きく変化している．国民の医療に対する意識は量より質へと大きく転
換してきている2）．このような人々の環境及び意識や認識の変化に応じて，看護職員には質の高
い医療サービスの提供者として今後ますます幅広い役割を担っていくことが期待されている．特
に高齢者に対しては，疾患管理にとどまらず，日常の生活ケアにおける看護技術として，残存能
力を最大限発揮できるように，高齢者の自立を支援するという多様な要素をもった看護技術が必
要　旨
【目的】介護老人保健施設での施設実習における看護技術の状況を，実施率と見学率より把握
し，施設実習での看護技術の実施や見学に向けた課題を明らかにする．
【方法】A大学看護学部115名の施設実習記録の一部である「成人老年看護学実習技術経験録」
のデータを基に，分析した．
【結果】実施率が50％以上であったのは【感染予防技術】の「スタンダード・プリコーション
に基づく手洗いの実施」，【活動・休息援助技術】の「車椅子で移送」の₂項目であった．見学
率が50％以上であったのは【食事援助技術】の「胃ろうからの流動食の注入」，「患者の状態に
合わせた食事介助」，「胃ろうの状態観察」，「経管栄養を受けている患者の観察」，【排泄援助技
術】の「患者のおむつ交換」，【活動・休息援助技術】の「患者の機能に合わせてベッドから車
椅子への移乗」，【清潔・衣生活援助技術】の「入浴・シャワー浴が生体に及ぼす影響を理解し
たうえでの，入浴前・中・後の観察」があった．
【結論】実施率や見学率が50％以上であった項目には，食事，排泄，活動・休息，清潔・衣生
活に関連したものが見られ，日常生活援助技術の実施率及び見学率が高かったことがわかっ
た．【活動・休息援助技術】の「車椅子での移送」，「歩行・移動介助」は施設実習において学
生が見学または実施の機会が比較的多い項目であることがわかった．【食事援助技術】の「経
管栄養を受けている患者の観察」，【排泄援助技術】の「患者のおむつ交換」，【活動・休息援助
技術】の「患者の機能に合わせてベッドから車いすへの移乗」等は，見学率が50％以上であるが，
実施率は20％未満であり，見学する機会がある場合には，できるだけ学生が実施できるよう大
学側から実習施設へ働きかけていく必要がある．
　キーワード：介護老人保健施設，実習，看護技術到達度
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要とされる3）．しかし，看護系大学における看護教育では，卒業時点での学生の看護技術習得に
おいて，実習時間内での習得の限界や，看護学生による患者への技術適用の機会が減少する状況
がある等の課題が示されている4）．
　高齢者を含めた，誰もが必要なときに必要なサービスを受けられる新たな介護システムの構築
が求められ，2000年₄月より介護保険法が施行された5）．介護保険サービスの内に介護老人保健
施設でのサービスがある．介護老人保健施設とは，要介護者に医療の機能と生活援助の機能を兼
ね備え，住宅での生活が可能となるようにリハビリテーションの実施を目的とする施設である6）．
また，入居者の多くは要介護₃以上の者であり7），80歳以上の人が80％以上を占めている8）．そ
のため，在宅生活を目指したリハビリテーションを必要としている人と，日常生活全般に介助が
必要な人とがいる．
　A大学看護学部では，2015年のカリキュラム変更に伴い，₄週間の慢性期成人老年看護学実習
の内，₃週間を病院実習，₁週間を介護老人保健施設での実習（以下施設実習）を行うこととなっ
た．これまでA大学看護学部では，「成人老年看護学実習技術経験録」を用いて老年看護学実習
における看護技術の到達状況と課題に関する研究9）10）を行ってきたが，カリキュラム変更前で
は病院実習₂週間，施設実習₁週間を合わせた₃週間での老年看護学実習における技術到達度の
評価であったことから，これまで施設実習のみでの技術到達度の評価を行うことができなかった．
施設実習における看護技術経験の実態を把握した先行研究として，カリキュラム改正前後での経
験回数の比較11）や，日常生活援助技術と創傷管理技術に着目したもの12），看護技術経験の実態を
調査したもの13）がある．
　本研究の目的は，「成人老年看護学実習技術経験録」のデータを基に，₁週間での施設実習に
おける看護技術の到達度を実施率と見学率より把握，分析し，施設実習での看護技術の実施や見
学に向けた課題を明らかにすることで，実習環境の改善や調整，講義内容等の検討を行う必要が
あると考える．	
Ⅱ．研究方法
１．研究対象
　研究対象者は，2018年₉月下旬から2019年₆月上旬までの₃年次後期から₄年次前期までの施
設実習を受講したA大学看護学部115名の「成人老年看護学実習技術経験録」を分析対象とした．
₂．	施設実習の概要
　A大学看護学部における施設実習は，₁単位45時間の臨地実習であり，介護老人保健施設にお
ける通所リハビリテーション（以下デイケア）あるいは入所されている高齢者を対象とした実習
を通して，施設で生活する高齢者の療養生活や日常生活の支援や看護を見学，または日常生活の
支援や看護を臨地実習指導者と共に一部実施している．また，学生は高齢者とのコミュニケーショ
ン場面を取り上げ，高齢者の言動や反応，自己の言動について考察を行う．実習目標を＜①高齢
者とその家族に対して，援助的人間関係を築くことができる＞＜②高齢者の生活機能の障害が，
高齢者の発達課題や家族機能にもたらす影響を説明できる＞＜③さまざまな健康障害で生活を営
んでいる高齢者への看護のあり方を考察できる＞としている．
　実習指導体制では，各実習施設に₁名の教員配置とし，教員は学生の理論的指導について，臨
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地実習指導者は看護実践について責任をもち，協同して実習指導にあたっている．
₃．実習施設の概要
　施設実習は₃つの介護老人保健施設で行っており，入所定員は100～120名，デイケア定員は20
～40名である．デイケア利用者は要支援～要介護₂程度の方，入所者では要介護度は₂～₄程度
の方が多い．
₄．調査方法
　１）データ収集方法
　　A大学看護学部の慢性期成人老年看護学実習の内，施設実習における「成人老年看護学実習
技術経験録」のデータを分析した．
　　「成人老年看護学実習技術経験録」は，厚生労働省が示す「看護基礎教育における技術教育
のあり方に関する検討会議報告書」についての「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」14）
の技術項目13大項目・142小項目を基本に，成人老年看護学実習では実施しないと考える「沐浴」
の項目を除外し，独自に必要と考えた「教育指導」を含む大項目₁項目，小項目₅項目を追加
し，合計14大項目，146小項目より成る．大項目は，【₁】環境調整技術，【₂】食事援助技術，
【₃】排泄援助技術，【₄】活動・休息援助技術，【₅】清潔・衣生活援助技術，【₆】呼吸・循
環を整える技術，【₇】創傷管理技術，【₈】与薬の技術，【₉】救急処置技術，【10】症状・生
体機能管理技術，【11】感染予防技術，【12】安全管理の技術，【13】安楽確保の技術，【14】教
育指導，である．
　　到達度は「看護基礎教育における技術教育のあり方に関する検討会議報告書」に示された到
達度を基に，各小項目について＜①単独で実施できる＞＜②指導・助言をもとに実施できる＞
＜③見学した＞＜④知識としてわかる＞＜⑤学内演習で実施した＞の５段階を到達度の評価基
準とした．到達度の評価は，学生が行う自記式質問紙調査とした．また，各項目の「看護師教
育の技術項目と卒業時の到達度」に基づく到達目標＜①単独で実施できる＞～＜⑤学内演習で
実施した＞，が「成人老年看護学実習技術経験録」内には記されている．
　₂）分析方法
　　収集したデータはSPPS	Ver.25を用いて，技術項目ごとに記述統計にて分析した．なお，到
達度については，＜①単独で実施できる＞＜②指導・助言をもとに実施できる＞のいずれかを
選択していれば実施した数とし，その割合から実施率を算出した．また＜③見学した＞を選択
した者は見学した数とし，その割合から見学率を算出した．施設実習の概要で述べたように，
施設実習では施設で生活する高齢者の療養生活の支援や看護を施設指導者とともに実践するこ
とや，施設指導者の実践を見学することを実習内容としていることから，実施率及び見学率に
ついて分析した．実施率及び見学率は50％を区分点として設置し，項目ごとに検討を行った．
₅．倫理的配慮
　本研究は，椙山女学園大学看護学部倫理審査委員会における倫理審査（承認番号：173-1）に
て承認を得た．研究対象者に口頭及び文書にて，研究の趣旨，研究協力は自由意思であり成績や
評価に影響がないことを説明した．また，得られたデータはコード化し，個人が特定できないよ
うに管理をすることを説明し，同意書への署名をもって，研究への同意とみなすこととした．
看護学研究　Vol.13（2021）	 37
堀口 久子他
Ⅲ．結果　
　研究対象者115名全員より同意が得られ，全員の「成人老年看護学実習技術経験録」のデータ
を分析した（表１）．
１．看護技術の実施状況
　実施率が50％以上であった項目は，【感染予防技術】の「スタンダード・プリコーションに基
づく手洗いの実施」（68.7％），【活動・休息援助技術】の「車椅子で移送」（59.1％）の₂項目であっ
た．₂項目のいずれも到達目標は＜①単独で実施できる＞であった．
　実施率が50％未満であった項目（到達目標が＜①単独で実施できる＞または＜②指導・助言を
もとに実施できる＞の項目の内）は，【環境調整技術】の「快適な病床環境をつくる」（28.7％），
「基本的なベッドメーキング」（38.3％），「臥床患者のリネン交換」（13.0％），【食事援助技術】の
「患者の状態に合わせた食事介助」（22.6％），「患者の食事摂取状況のアセスメント」（9.6％），「経
管栄養を受けている患者の観察」（7.0％），「患者の栄養状態のアセスメント」（5.2％），「患者の
疾患に応じた食事内容の指導」（0.9％），「患者の個別性を反映した食生活の改善の計画」（₀％），
「経鼻胃チューブからの流動食の注入」（₀％），【排泄援助技術】の「自然な排便を促すための援
助」（1.7％），「自然な排尿を促すための援助」（1.7％），「患者に合わせた便器・尿器を選択した
うえでの排泄援助」（₀％），「膀胱留置カテーテルを挿入している患者の観察」（3.5％），「ポー
タブルトイレでの患者の排泄援助」（₀％），「患者のおむつ交換」（4.3％），「失禁をしている患
者のケア」（0.9％），【活動・休息援助技術】の「歩行・移動介助」（35.7％），「廃用症候群のリス
クをアセスメント」（3.5％），「入眠・睡眠を意識した日中の活動の援助」（9.6％），「患者の睡眠
状況をアセスメントし，基本的な入眠を促す援助の計画」（3.5％），「臥床患者の体位変換」（5.2％），
「患者の機能に合わせてベッドから車いすへの移乗」（2.6％），「廃用症候群の予防のための自動・
他動運動」（1.7％），「目的に応じた安静保持の援助」（0.9％），「体動制限による苦痛を緩和」（1.7％），
「患者をベッドからストレッチャーへ移乗」（0.9％），「患者のストレッチャー移乗」（7.0％），「関
節可動域訓練」（₀％）であった．【清潔・衣生活援助技術】では，「入浴・シャワー浴が生体に
及ぼす影響を理解したうえでの，入浴前・中・後の観察」（8.7％），「患者の状態に合わせた足
浴・手浴」（0.9％），「清拭援助を通じての患者の観察」（3.5％），「洗髪援助を通じての患者の観
察」（11.3％），「口腔ケアを通じての患者の観察」（2.6％），「患者が身だしなみを整えるための援
助」（26.1％），「持続静脈内点滴注射を実施していない臥床患者の寝衣交換」（2.6％），「持続静脈
内点滴注射実施中の患者の寝衣交換」（₀％），「陰部の清潔保持の援助」（1.7％），「臥床患者の
清拭」（1.7％），「臥床患者以外の清拭」（₀％），「洗髪台での洗髪」（₀％），「意識障害のない患
者の口腔ケア」（₀％），「患者の病態・機能に合わせた口腔ケアの計画」（₀％），【呼吸・循環を
整える技術】では，「酸素吸入療法を受けている患者の観察」（₀％），「患者の状態に合わせた温
罨法・冷罨法の実施」（1.7％），「患者の自覚症状に配慮しながらの体温調節の援助」（2.6％），「末
梢循環を促進するための部分浴・罨法・マッサージ」（0.9％），「酸素吸入療法の実施」（₀％），「気
道内加湿」（₀％），【創傷管理技術】では，「患者の褥瘡発生の危険のアセスメント」（4.3％），「褥
瘡予防のためのケアの計画」（1.7％），「褥瘡予防のためのケアが実施」（1.7％），「患者の創傷の
観察」（4.3％）等の計86項目であった．また，【食事援助技術】の「胃ろうからの流動食の注入」，
「胃ろうの状態観察」は，到達目標＜④知識としてわかる＞であり，実施率が₀%であった．
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表１　施設実習における看護技術の実施率及び⾒学率
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₂．看護技術の見学状況
　見学率が50％以上であったのは₉項目あり，【食事援助技術】の「胃ろうからの流動食の注入」
（65.2％）到達目標＜④知識としてわかる＞，「患者の状態に合わせた食事介助」（59.1％）到達目
標＜①単独で実施できる＞，「胃ろうの状態観察」（53.0％）到達目標＜④知識としてわかる＞，
「経管栄養を受けている患者の観察」（50.4％）到達目標＜①単独で実施できる＞，【排泄援助技術】
の「患者のおむつ交換」（57.4％）到達目標＜②指導・助言をもとに実施できる＞，【活動・休息
援助技術】の「患者の機能に合わせてベッドから車椅子への移乗」（67.8％）到達目標＜②指導・
助言をもとに実施できる＞，【清潔・衣生活援助技術】の「入浴・シャワー浴が生体に及ぼす影
響を理解したうえでの，入浴前・中・後の観察」（57.4％）到達目標＜①単独で実施できる＞，【創
傷管理技術】の「褥瘡予防のためのケアの実施」（55.7％）到達目標＜②指導・助言をもとに実
施できる＞，「患者の創傷の観察」（54.8％）到達目標＜②指導・助言をもとに実施できる＞，であっ
た．	
　見学率が50％未満であった項目（到達目標が＜③見学した＞，の項目の内）は，【食事援助技
術】の「経鼻胃チューブの挿入・確認」（15.7％），【排泄援助技術】の「導尿または膀胱留置カテー
テルの挿入」（6.1％），「グリセリン浣腸」（5.2％），【安全管理の技術】の「誤薬防止の手順にそっ
た与薬」（27.0％）と₄項目であった．
Ⅳ．考察
　A大学の施設実習における技術到達度は，50％以上の学生が実施した項目が₂項目，50％以上
の学生が見学した項目は₉項目であった．見学率が50％以上であった項目には「患者の状態に合
わせた食事介助」，「経管栄養を受けている患者の観察」，「胃ろうからの流動食の注入」，「胃ろう
の状態観察」，「患者のおむつ交換」，「患者の機能に合わせてベッドから車いすへの移乗」，「入浴・
シャワー浴が生体に及ぼす影響を理解したうえでの，入浴前・中・後の観察」，「褥創予防のため
のケアが実施」，「患者の創傷の観察」があり，実施率が50％以上であった項目には「車椅子で移
送」，「スタンダード・プリコーションに基づく手洗いの実施」があった．これらの項目は，食
事，排泄，活動・休息，清潔・衣生活といった日常生活援助技術に関連したものが多かった．介
護老人保健施設では，看護・医学的管理のもとに，介護および機能訓練，必要な医療ならびに日
常生活上の世話を行う．このため，診療の補助に関する援助技術に加え，日常生活技術が必要と
なる15）．また，厚生労働省による介護老人保健施設の要介護度別在所者数の構成割合をみると，
要介護₄が26.8％と最も多く，次いで要介護₃が24.1％となっている16）．これらのことから，介
護老人保健施設で生活する高齢者には日常生活上の支援が必要であるという特徴があり，実施率
や見学率に影響していると考えられる．吉本らの介護老人保健施設における看護技術経験の状況
報告においても，日常生活援助技術の経験率が高かったことが報告されており，本研究結果と一
致している17）．【活動・休息援助技術】の「車椅子での移送」は，実施率が50％以上であり，見
学率が34.8％であった．また，「歩行・移動介助」も見学率が50％弱，実施率が35.7％であった．
これらの₂項目については到達目標が＜①単独で実施できる＞，であり，施設実習において学生
が臨地実習指導者と共に実施，または臨地実習指導者が実施する場面を見学できる機会があり，
施設実習においては学生が高齢者の移動や移乗場面に比較的多く接していることがわかった．こ
れは，介護老人保健施設がリハビリテーションの実施をする目的を有することや，デイケアを中
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心とした専門職種によるリハビリテーション場面を学生が見学できたことが影響していると考え
る．一方，見学率が50％以上であるが，実施率が20％未満である項目（到達目標が＜①単独で実
施できる＞＜②指導・助言をもとに実施できる＞）では，【食事援助技術】の「経管栄養を受け
ている患者の観察」，【排泄援助技術】の「患者のおむつ交換」，【活動・休息援助技術】の「患者
の機能に合わせてベッドから車いすへの移乗」，【清潔・衣生活援助技術】の「入浴・シャワー浴
が生体に及ぼす影響を理解したうえでの，入浴前・中・後の観察」，【褥瘡管理技術】の「褥瘡予
防のためのケアの実施」，「患者の創傷の観察」があるが，これらの実施率を高めていくことが課
題であると考える．到達目標を鑑み，これらの項目について見学する機会があれば，臨地実習指
導者の指導の下，できるだけ学生が実施できるよう大学側から臨床側へ働きかけていく必要があ
る．加えて，実習担当教員が施設実習において学生が技術の実施ができるよう臨地実習指導者へ
要望し，学生の技術実施のための臨地での支援を行っていくことがよりいっそう求められると考
えている．	
　実施率が50％以上であった【感染予防技術】の「スタンダード・プリコーションに基づく手洗
いの実施」（68.7％）到達目標＜①単独で実施できる＞，は臨地における学生の感染予防行動と
して手洗いの実施が行われたと考えられる．高齢者は易感染宿主であり，さまざまな感染症に罹
患しやすく18），「スタンダード・プリコーションに基づく手洗いの実施」は，すべての学生の実
施が望ましい．学生が施設で生活する高齢者の療養生活の支援に関わっていることから，学生の
感染予防への意識を高められるよう指導することで，学生が感染予防技術としての手洗いの実施
の重要性を認識でき，実施率が高まるものと考える．加えて，臨地実習指導者による学生への手
洗い励行の指導も不十分であることが考えられ，教員側と臨地実習指導者の双方から学生に指導
をしていく必要がある．【創傷管理技術】の「褥瘡予防のためのケアの実施」，「患者の創傷の観
察」については，50％以上の見学率が見られた．また，「患者の褥瘡発生の危険のアセスメント」
についても40％以上の見学率であった．山田が行った介護老人保健施設における看護職の役割に
関する研究19）では，看護職の役割として医療的ケアの提供の内，創傷管理（創処置，褥瘡処置）
が挙げられている．介護老人保健施設で生活する高齢者には上述のように要介護₃，要介護₄の
者が半数を占め，中等度から重度の介護を必要とすることから褥瘡を含む創傷が発生しやすい身
体的要因を保持していると考えらえる．施設実習では，褥瘡予防に関する技術を見学できる機会
が約半数の学生にあることから，褥瘡を含む創傷管理技術についての観察や看護の視点を持ち，
臨地実習に臨む必要性があることが明らかとなった．
　【食事援助技術】の「胃ろうからの流動食の注入」，「胃ろうの状態観察」，「経管栄養を受けて
いる患者の観察」のいずれも見学率が50％以上であった．介護老人保健施設では，胃ろう，経管
栄養を必要とする入所者の割合は6.4％程度とされているが20），胃ろうや経管栄養の管理は医療
的ケアであり，介護老人保健施設においては看護師が主に実施していることから，施設指導者の
指導の下，学生が見学できる機会が多かったと考えられる．特に，「経管栄養を受けている患者
の観察」は，到達目標が＜①単独で実施できる＞であることから胃ろうの状態観察や，経管栄養
を受けている患者の観察について，施設実習で実施ができるよう，胃ろうや経管栄養に関する知
識を講義や演習，また実習の事前課題において充足していくことが求められる．	
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Ⅴ．結語
　A大学看護学部の施設実習における115名の学生の「成人老年看護学実習技術経験録」を分析
した．その結果，以下のことが明らかとなった．
１．見学率が50%以上であった項目，実施率が50％以上であった項目には，食事，排泄，活動・休息，
清潔・衣生活といった日常生活援助技術に関連したものが見られた．
₂．	【活動・休息援助技術】の「車椅子での移送」，「歩行・移動介助」は施設実習において学生
が見学または実施の機会が比較的多い項目であることがわかった．
₃．	【食事援助技術】の「経管栄養を受けている患者の観察」，【排泄援助技術】の「患者のおむ
つ交換」，【活動・休息援助技術】の「患者の機能に合わせてベッドから車いすへの移乗」，【清
潔・衣生活援助技術】の「入浴・シャワー浴が生体に及ぼす影響を理解したうえでの，入浴
前・中・後の観察」，【褥瘡管理技術】の「褥瘡予防のためのケアの実施」，「患者の創傷の観
察」は，見学率が50％以上であるが，実施率は20％未満であり，見学する機会があれば，で
きるだけ学生が指導者の指導・助言をもとに実施できるよう大学側から実習施設へ働きかけ
ていく必要がある技術項目である．	
₄．	「スタンダード・プリコーションに基づく手洗いの実施」の実施率が₇割弱であったことから，
感染予防技術としての手洗いの実施の重要性を学生が認識できるように指導すると共に，臨
地実習指導者からも学生への指導について，教員から協力を依頼していく必要がある．
₅．介護老人保健施設において，看護職が実施する機会の多い医療的ケアに関連した褥瘡を含む
創傷管理技術や，経管栄養の管理技術については，見学率が50％以上であるが，到達目標か
らも実施が望ましい項目であることから，学生がこれらに関する観察や看護の視点を持ち，
実施ができるように準備状況を高めておくことが求められる．
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